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ネットワークアダプタのプロパティの表示

はじめる前に

•サーバの電源をオンにする必要があります。そうしないと、プロパティが表示されません。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [ネットワーキング（Networking）]メニューの [アダプタカード 1（Adapter Card 1）]または [アダ
プタカード 2（Adapter Card 2）]をクリックします。

ステップ 3 [アダプタカードのプロパティ（Adapter Card Properties）]領域で、次の情報を確認します。

説明名称

アダプタが装着されている PCIスロット。[PCIスロット（PCI Slot）]
フィールド
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説明名称

アダプタのベンダー。[ベンダー（Vendor）]フィール
ド

アダプタの製品名。[製品名（Product Name）]
フィールド

アダプタの製品 ID。[製品ID（Product ID）]フィー
ルド

アダプタのシリアル番号。[シリアル番号（Serial
Number）]フィールド

アダプタのバージョン ID。[バージョン ID（Version ID）]
フィールド

アダプタのハードウェアリビジョン。[ハードウェアリビジョン
（Hardware Revision）]フィー
ルド

このフィールドに [はい（yes）]と表示されている場合、そのア
ダプタはCiscoCardモードで動作しており、サーバのCisco IMC
に Cisco IMC管理トラフィックを渡しています。

[Cisco IMC管理の有効化（Cisco
IMC Management Enabled）]
フィールド

このフィールドに [はい（yes）]と表示されている場合、そのア
ダプタの設定は Cisco IMCで変更されていますが、ホストのオ
ペレーティングシステムには変更内容が通知されていません。

変更を有効にするには、管理者がアダプタをリブートする必要

があります。

[設定の保留（Configuration
Pending）]フィールド

iSCSIブートがアダプタでサポートされるかどうか。[ISCSIブート対応（ISCSI Boot
Capable）]フィールド

CDNがアダプタでサポートされるかどうか。[CDN対応（CDN Capable）]
フィールド

アダプタおよびアダプタで実行されるファームウェアが usNIC
をサポートするかどうか。

[usNIC対応（usNIC Capable）]
フィールド

アダプタのユーザ定義の説明。

1～ 63文字の範囲で入力できます。

[説明（Description）]フィール
ド
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説明名称

オンにすると、FCoE InitializationProtocol（FIP）モードがイネー
ブルになります。FIPモードは、アダプタが現在のFCoE標準と
の互換性を保つことを保証します。

このオプションは、テクニカルサポートの担当者か

ら明確に指示された場合にだけ使用してください。

（注）

[FIPモードの有効化（Enable
FIP Mode）]チェックボックス

オンにすると、Link Layer Discovery Protocol（LLDP）によって
すべての Data Center Bridging Capability Exchangeプロトコル
（DCBX）機能が有効になります。これには、FCoE、プライオ
リティベースのフロー制御も含まれます。

デフォルトで、LLDPオプションは有効になっています。

LLDPオプションを無効にすると、すべてのDCBX機
能が無効になるので、このオプションは無効にしない

ことを推奨します。

（注）

このオプションを使用できるのは一部のUCSCシリー
ズサーバだけです。

（注）

[LLDPの有効化（Enable
LLDP）]チェックボックス

VNTAGモードがイネーブルな場合、以下の操作を実行できま
す。

•特定のチャネルに vNICと vHBAを割り当てる。

• vNICと vHBAをポートプロファイルに関連付ける。

•通信に問題が生じた場合、vNICを他の vNICにフェール
オーバーする。

[VNTAGモードの有効化
（Enable VNTAG Mode）]
チェックボックス
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説明名称

次のいずれかになります。

• [1 Gbps]

• [10 Gbps]

• [40 Gbps]

• [4 X 10 Gbps]

• Auto

• [40 Gbps]

• 4 x 10 Gbps

• [自動（Auto）]：CiscoUCSVIC13xx（および以降の世代）
のアダプタシリーズでは、値を [自動（Auto）]にすると、
ポートに挿入されるトランシーバモジュールに基づいてア

ダプタがポートの速度を決定することができます。

40Gbpsの速度をサポートするアダプタでは、[自
動（Auto）]がデフォルトのオプションです。

（注）

40 Gbpsスイッチを使用している場合は、ポートの速
度として 40 Gbpsを選択する必要があります。

（注）

[ポート0（Port-0）]ドロップダ
ウンリスト

次のいずれかになります。

• [1 Gbps]

• [10 Gbps]

• [40 Gbps]

• [4 X 10 Gbps]

• Auto

• [40 Gbps]

• 4 x 10 Gbps

• [自動（Auto）]：CiscoUCSVIC13xx（および以降の世代）
のアダプタシリーズでは、値を [自動（Auto）]にすると、
ポートに挿入されるトランシーバモジュールに基づいてア

ダプタがポートの速度を決定することができます。

40Gbpsの速度をサポートするアダプタでは、[自
動（Auto）]がデフォルトのオプションです。

（注）

40 Gbpsスイッチを使用している場合は、ポートの速
度として 40 Gbpsを選択する必要があります。

（注）

[ポート1（Port-1）]ドロップダ
ウンリスト
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説明名称

オンにすると、ポート 0のリンクトレーニングが有効になりま
す。

ポート 0で 40 Gbpsのポート速度が選択されている場
合にのみサポートされます。

（注）

[トレーニングリンク 0
（Training Link - 0）]チェック
ボックス

オンにすると、ポート 1のリンクトレーニングが有効になりま
す。

ポート 1で 40 Gbpsのポート速度が選択されている場
合にのみサポートされます。

（注）

[トレーニングリンク 1
（Training Link - 1）]チェック
ボックス

シングルサーバデュアル SIOC設定では、[PCIスロット（PCI
slot）]フィールドの情報に応じて、サーバに関連付けられてい
るアダプタの vNICと vHBAが示されます。たとえば、フィー
ルドの値として [PCIスロット（PCI slot）]に 2が表示され、
[PCIリンク（PCI Link）]に Server-1が表示された場合は、アダ
プタ 2の vNICと vHBAがサーバ 1ホストに PCIでリンクされ
ていることを示しています。

[PCIリンク（PCI Link）]
フィールド

ステップ 4 [ファームウェア（Firmware）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

現在有効なファームウェアバージョン。[稼働バージョン（Running
Version）]フィールド

アダプタにインストールされている別のファームウェアバー

ジョン（存在する場合）。バックアップバージョンは現在動作

していません。バックアップバージョンをアクティブにするに

は、管理者が [アクション（Actions）]領域で [ファームウェア
のアクティブ化（Activate Firmware）]をクリックします。

アダプタに新しいファームウェアをインストールする

と、既存のバックアップバージョンはすべて削除さ

れ、新しいファームウェアがバックアップバージョ

ンになります。アダプタで新しいバージョンを実行す

るには、その新しいバージョンを手動でアクティブに

する必要があります。

（注）

[バックアップバージョン
（BackupVersion）]フィールド

次回アダプタがリブートされたときにアクティブになるファー

ムウェアバージョン。

[スタートアップバージョン
（Startup Version）]フィールド

アダプタカードに関連付けられたブートローダのバージョン。[ブートローダーのバージョン
（Bootloader Version）]フィー
ルド
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説明[名前（Name）]

このアダプタで前回実行されたファームウェアのアクティブ化

のステータス。

このステータスはアダプタがリブートされるたびにリ

セットされます。

（注）

[ステータス（Status）]フィー
ルド

ステップ 5 [外部イーサネットインターフェイス（External Ethernet Interfaces）]領域で、次の情報を確認しま
す。

説明[名前（Name）]

アップリンクポート ID。[ID]カラム

アップリンクポートのMACアドレス。[MACアドレス（MAC
Address）]カラム

アップリンクポートの現在の動作状態。次のいずれかになりま

す。

• Fault

•リンクアップ（Link Up）

•リンクダウン（Link Down）

• SFP IDエラー（SFP ID Error）

• SFP未インストール（SFP Not Installed）

• SFPセキュリティチェック失敗（SFPSecurityCheckFailed）

•サポートされていない SFP（Unsupported SFP）

[リンクステート（LinkState）]
カラム

アダプタが動作するモード。次のいずれかになります。

• [CE]：クラシカルイーサネットモード。

• [NIV]：ネットワークインターフェイス仮想化モード。

[Encap]カラム
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説明[名前（Name）]

ポートのデータ転送レート。次のいずれかになります。

• [1 Gbps]

• [10 Gbps]

• [40 Gbps]

• [4 X 10 Gbps]

• Auto

• [40 Gbps]

• [4 X 10 Gbps]

40 Gbpsスイッチを使用している場合は、ポートの速
度として 40 Gbpsを選択する必要があります。

（注）

[管理速度（Admin Speed）]カ
ラム

ポートの動作レート。次のいずれかになります。

• [1 Gbps]

• [10 Gbps]

• [40 Gbps]

• [4 X 10 Gbps]

• Auto

• [40 Gbps]

• [4 X 10 Gbps]

40 Gbpsスイッチを使用している場合は、ポートの速
度として 40 Gbpsを選択する必要があります。

（注）

[動作速度（Operating Speed）]
カラム

リンクトレーニングがポートで有効であるかどうかを示しま

す。

[トレーニングリンク（Training
Link）]カラム

コネクタがあるかどうかを示します。次のいずれかになります。

• [はい（Yes）]：コネクタが存在します。

• [いいえ（No）]：コネクタが存在しません。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタの有無（Connector
Present）]カラム
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説明[名前（Name）]

コネクタがシスコによってサポートされているかどうかを示し

ます。次のいずれかになります。

• [はい（Yes）]：コネクタはシスコによってサポートされて
います。

• [いいえ（No）]：コネクタはシスコによってサポートされ
ていません。

コネクタがサポートされていないと、リンクが起動しません。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタのサポート
（Connector Supported）]カラム

コネクタのタイプ。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタタイプ（Connector
Type）]カラム

コネクタのベンダー。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタベンダー（Connector
Vendor）]カラム

コネクタの製品番号。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタの製品番号
（Connector Part Number）]カラ
ム

コネクタの部品のリビジョン番号。

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[コネクタの部品リビジョン
（Connector Part Revision）]カ
ラム

ストレージアダプタのプロパティの表示

はじめる前に

•サーバの電源をオンにする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ストレージ（Storage）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]メニューで、適切な LSIMegaRAIDまたはHBAコントローラをクリック
します。

ステップ 3 [コントローラ（Controller）]領域で、[コントローラ情報（Controller Info）]タブがデフォルトで
表示されます。

ステップ 4 [作業（Work）]ペインの [ヘルス/ステータス（Health/Status）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

コントローラ、接続されたドライブ、バッテリ

バックアップユニットの統合ヘルス情報。次の

いずれかになります。

• Good

•中程度の障害（Moderate Fault）

•重大な障害（Severe Fault）

•該当なし

[コンポーネントのヘルス（Composite Health）]
フィールド

コントローラの現在のステータス。次のいずれ

かになります。

• [最適（Optimal）]：コントローラは正常に
機能しています。

• [失敗（Failed）]：コントローラが機能し
ていません。

• [無応答（Unresponsive）]：コントローラ
がダウンしています。

[コントローラステータス（Controller Status）]
フィールド

コントローラの温度（摂氏）。[RAIDチップ温度（RAID Chip Temperature）]
フィールド

TTYログのダウンロードの現在のステータス。
次のいずれかになります。

• [未ダウンロード（Not Downloaded）]

•進行中（In Progress）

•完了

[TTYログステータス（TTYLogStatus）]フィー
ルド

Cisco UCS C シリーズ Integrated Management Controller リリース 3.1 GUI コンフィギュレーションガイド

9

ネットワークアダプタの管理

ストレージアダプタのプロパティの表示



ステップ 5 [ファームウェアバージョン（Firmware Versions）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

MegaRAIDコントローラの名前。[製品名（Product Name）]フィールド

MegaRAIDコントローラのシリアル番号。[シリアル番号（Serial Number）]フィールド

アクティブなファームウェアパッケージのバー

ジョン番号。

ファームウェアコンポーネントのバージョン番

号については、[実行中のファームウェアイメー
ジ（Running Firmware Images）]領域を参照して
ください。

[ファームウェアパッケージビルド（Firmware
Package Build）]フィールド

ステップ 6 [PCI情報（PCI Info）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

コントローラが配置されている PCIeスロット
の名前。

[PCIスロット（PCI Slot）]フィールド

PCIベンダー ID（16進）。[ベンダー ID（Vendor ID）]フィールド

PCIデバイス ID（16進）。[デバイス ID（Device ID）]フィールド

PCIサブベンダー ID（16進）。[サブベンダー ID（SubVendor ID）]フィールド

PCIサブデバイス ID（16進）。[サブデバイス ID（SubDevice ID）]フィールド

ステップ 7 [製造データ（Manufacturing Data）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

MegaRAIDカードが製造された日付（yyy-mm-dd
形式）。

[製造日（Manufactured Date）]フィールド

ボードのリビジョン番号（存在する場合）。[リビジョン番号（Revision No）]フィールド

ステップ 8 [ブートドライブ（Boot Drive）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

ブートドライブの数。[ブートドライブ（Boot Drive）]フィールド
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説明[名前（Name）]

このフィールドに [true]と表示される場合、ブー
トドライブは物理ドライブです。

[ブートドライブはPDです（BootDrive is PD）]
フィールド

ステップ 9 [実行中のファームウェアイメージ（RunningFirmware Images）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

BIOSオプション PROMのバージョン番号。[BIOSバージョン（BIOS Version）]フィールド

アクティブなファームウェアのバージョン番

号。

[ファームウェアバージョン（Firmware
Version）]フィールド

プリブート CLIのバージョン番号。[プリブート CLIバージョン（Preboot CLI
Version）]フィールド

Web BIOSのバージョン番号。[WebBIOSバージョン（WebBIOS Version）]
フィールド

不揮発性データ（NVDATA）のバージョン番
号。

[NVDATAバージョン（NVDATA Version）]
フィールド

ブートブロックのバージョン番号。[ブートブロックバージョン（Boot Block
Version）]フィールド

LSIコントローラ上のファームウェアブート
ローダのバージョン番号。

[ブートバージョン（Boot Version）]フィール
ド

ステップ 10 [ファームウェアイメージの起動（Startup Firmware Images）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

ホストサーバのリブート時にアクティブになる

BIOSオプション PROMのバージョン（現在の
バージョンと異なる場合）。

[BIOSバージョンの起動（Startup BIOS
Version）]フィールド

ホストサーバのリブート時にアクティブになる

ファームウェアバージョン（現在のバージョン

と異なる場合）。

[ファームウェアバージョンの起動（Startup
Firmware Version）]フィールド

ホストサーバのリブート時にアクティブになる

プリブートCLIのバージョン（現在のバージョ
ンと異なる場合）。

[プリブート CLIバージョンの起動（Startup
Preboot CLI Version）]フィールド
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説明[名前（Name）]

ホストサーバのリブート時にアクティブになる

Web BIOSのバージョン（現在のバージョンと
異なる場合）。

[WebBIOSバージョンの起動（Startup WebBIOS
Version）]フィールド

ホストサーバのリブート時にアクティブになる

不揮発性データのバージョン（現在のバージョ

ンと異なる場合）。

[NVDATAバージョンの起動（Startup NVDATA
Version）]フィールド

ホストサーバのリブート時にアクティブになる

ブートブロックのバージョン（現在のバージョ

ンと異なる場合）。

[ブートブロックバージョンの起動（Startup
Boot Block Version）]フィールド

ホストサーバのリブート時にアクティブになる

ファームウェアブートローダのバージョン（現

在のバージョンと異なる場合）。

[ブートバージョンの起動（Startup Boot
Version）]フィールド

ステップ 11 [仮想ドライブ数（Virtual Drive Count）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

コントローラ上で設定されている仮想ドライブ

の数。

[仮想ドライブ数（Virtual Drive Count）]フィー
ルド

コントローラ上の低下状態の仮想ドライブの

数。

[低下したドライブの数（DegradedDriveCount）]
フィールド

コントローラ上の障害が発生した仮想ドライブ

の数。

[オフラインドライブ数（Offline Drive Count）]
フィールド

ステップ 12 [物理ドライブ数（Physical Drive Count）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

コントローラ上に存在する物理ドライブの数。[ディスク装着数（Disk Present Count）]フィー
ルド

コントローラ上の低下状態の物理ドライブの

数。

[低下したディスク数（Degraded Disk Count）]
フィールド

コントローラ上の障害が発生した物理ドライブ

の数。

[失敗したディスク数（Failed Disk Count）]
フィールド
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ステップ 13 [設定（Settings）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

予測障害ポーリングの間隔の秒数。

各ポーリング間に、コントローラはすべての物

理ドライブ上の Self-Monitoring Analysis and
ReportingTechnology（SMART）データを調べ、
障害の発生が間近な物理ドライブがあるかどう

かを確認します。

[予測障害ポーリング間隔（Predictive Fail Poll
Interval）]フィールド

低下した RAIDボリュームをコントローラが再
ビルドするレート。

このレートは、使用可能な帯域幅合計に対する

パーセンテージで表示されます。

[再構築レート（Rebuild Rate）]フィールド

整合性のないデータを検索するために、コント

ローラが物理ドライブのバックグラウンド読み

取りを実行するレート。

このレートは、使用可能な帯域幅合計に対する

パーセンテージで表示されます。

[パトロール読み取りレート（PatrolReadRate）]
フィールド

冗長データの不整合を検索して修正するため

に、コントローラが仮想ドライブをスキャンす

るレート。

このレートは、使用可能な帯域幅合計に対する

パーセンテージで表示されます。

[整合性検査レート（Consistency Check Rate）]
フィールド

容量または RAIDレベルの変更が必要な場合に
仮想ドライブが再構築されるレート。

このレートは、使用可能な帯域幅合計に対する

パーセンテージで表示されます。

[再構成レート（ReconstructionRate）]フィール
ド

キャッシュメモリを物理ドライブにフラッシュ

する前に待機する秒数。

[キャッシュフラッシュインターバル（Cache
Flush Interval）]フィールド

サーバの電源投入後に同時にスピンアップでき

るドライブ数。

[一度にスピンアップする最大ドライブ数（Max
Drives To Spin Up At Once）]フィールド

コントローラがドライブの次のセットをスピン

アップする前に待機する秒数。

[スピンアップグループ間の遅延（DelayAmong
Spinup Groups）]フィールド
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説明[名前（Name）]

コントローラが物理ドライブのサイズを概数に

切り捨てるかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [なし（None）]：コントローラは丸めを行
いません。

• [128MB]：ドライブサイズは最も近い128
MBの倍数に切り捨てられます。

• [1GB]：ドライブサイズは最も近い 1GB
の倍数に切り捨てられます。

[物理ドライブ強制モード（Physical Drive
Coercion Mode）]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、こ
のコントローラ上のドライブは他のサーバのコ

ントローラと共有されます。

[クラスタモード（Cluster Mode）]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、バッ
テリ欠落警告はディセーブルです。

[バッテリ警告（Battery Warning）]フィールド

エラー訂正コード（ECC）の単一ビットエラー
バケットリークレート（分単位）。

ECCにより、コントローラは物理ドライブから
の読み取り中に単一ビットエラーを検出したと

きに、エラーカウンタを増分します。この

フィールドで定義された時間（分）が経過する

たびに、コントローラはエラーカウンタを減少

させます。

エラーカウンタがシステム定義の最大数に達す

ると、コントローラはイベントメッセージをシ

ステムに送信します。

[ECCバケットリークレート（ECCBucket Leak
Rate）]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、ラッ
クデバイスはホストドライバに可視です。

[ラックデバイスの公開（Expose Enclosure
Devices）]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、コ
ントローラは不良と判断された物理ドライブを

サーバのリブート間で記憶します。

[PD失敗履歴の保持（Maintain PDFail History）]
フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、
Self-Monitoring Analysis and Reporting Technology
（SMART）によってエラーが報告されると、
コントローラはドライブの内容をスペアドライ

ブにコピーします。

[SMARTでのコピーバックの有効化（Enable
Copyback on SMART）]フィールド
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説明[名前（Name）]

このフィールドに [true]と表示される場合、
SMARTによってエラーが報告されると、コン
トローラは SSDカードの内容をスペアカード
にコピーします。

[SMARTエラーでのSSDへのコピーバックの有
効化（EnableCopyback to SSDon SMARTError）]
フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、
Native Command Queuing（NCQ）はディセーブ
ルです。

[ネイティブコマンドキューイング（Native
Command Queuing）]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、
JBODはイネーブルです。

[JBOD]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、コ
ントローラは未設定のドライブをスピンダウン

します。

[未設定ドライブのスピンダウンの有効化
（Enable Spin Down of Unconfigured Drives）]
フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、コ
ントローラはSSDカードでパトロール読み取り
を実行します。

[SSDパトロール読み取りの有効化（EnableSSD
Patrol Read）]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、コ
ントローラのブート時に外部設定が自動的にイ

ンポートされます。

[自動向上インポート（Auto Enhanced Import）]
フィールド

ステップ 14 [機能（Capabilities）]領域で、次の情報を確認します。
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説明[名前（Name）]

コントローラでサポートされる RAIDレベル。
次の中から 1つ以上選択できます。

• [Raid 0]：単純なストライピング。

• [Raid 1]：単純なミラーリング。

• [Raid 5]：パリティ付きストライピング。

• [Raid 1E]：統合オフセットストライプミ
ラーリング

• [Raid 6]：2つのパリティドライブによる
ストライピング。

• [Raid 10]：スパンされたミラーリング。

• [Raid 50]：パリティ付きのスパンされたス
トライピング。

• [Raid 60]：2つのパリティドライブによる
スパンされたストライピング。

• [Raid srl-03]：スパンされたセカンダリ
RAIDレベル

• [Raid 00]：スパンされたストライピング。

• [Raid 1e-rlq0]：スパンを使用しない統合隣
接ストライプミラーリング。

• [Raid 1e0-rlq0]：スパンを使用する統合隣
接ストライプミラーリング。

[サポートされる RAIDレベル（RAID Levels
Supported）]フィールド

ステップ 15 [HW設定（HW Configuration）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

MegaRAIDコントローラは、最大 16個のシリ
アル接続SCSI（SAS）アドレスを持つことがで
きます。このフィールドには、最初の 8個の
SASアドレス（使用中の場合）が表示されま
す。

[SASアドレス（SAS Address）]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、バッ
テリバックアップユニットが存在します。

[BBUの有無（BBU Present）]フィールド
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説明[名前（Name）]

このフィールドに [true]と表示される場合、
NVRAMが存在します。

[NVRAMの有無（NVRAM Present）]フィール
ド

NVRAMのサイズ（KB単位）。[NVRAMサイズ（NVRAM Size）]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、シ
リアルデバッガがRAIDカードに接続されてい
ます。

[シリアルデバッガの有無（Serial Debugger
Present）]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、メ
モリが存在します。

[メモリの有無（Memory Present）]フィールド

このフィールドに [true]と表示される場合、フ
ラッシュメモリが存在します。

[フラッシュの有無（FlashPresent）]フィールド

フラッシュメモリのサイズ（MB単位）。[フラッシュサイズ（Flash Size）]フィールド

メモリのサイズ（MB単位）。[メモリサイズ（Memory Size）]フィールド

キャッシュメモリのサイズ（MB単位）。[キャッシュメモリサイズ（Cache Memory
Size）]フィールド

コントローラ上の SATAまたは SASポートの
数。

[バックエンドポートの数（Number of Backend
Ports）]フィールド

ステップ 16 [エラーカウンタ（Error Counters）]領域で、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

コントローラメモリ内の修正可能なエラーの

数。

[メモリの修正可能なエラー数（Memory
Correctable Errors）]フィールド

コントローラメモリ内の修正不可能なエラーの

数。

[メモリの修正不可能なエラー数（Memory
Uncorrectable Errors）]フィールド
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vHBA の管理

vHBA 管理のガイドライン
vHBAを管理する場合は、次のガイドラインと制限事項を考慮してください。

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードおよび Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェ
イスカードには 2つの vHBA（fc0と fc1）があります。これらのアダプタカードに追加の
vHBAを最大 16個まで作成できます。

アダプタに対してネットワークインターフェイスの仮想化（NIV）モードが
イネーブルになっている場合は、vHBAを作成するときにチャネル番号を割り
当てる必要があります。

（注）

• FCoEアプリケーションで Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードまたは Cisco UCS
VIC 1225仮想インターフェイスカードを使用する場合は、vHBAを FCoEVLANに関連付け
る必要があります。VLANを割り当てるには、「vHBAのプロパティの変更」で説明されて
いる手順に従います。

•設定の変更後は、その設定を有効にするためにホストをリブートする必要があります。

vHBA のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vHBAs]タブをクリックします。

ステップ 3 [vHBAs]ペインの [fc0]または [fc1]をクリックします。

ステップ 4 [vHBAプロパティ（vHBA Properties）]の [全般（General）]領域で、次のフィールドの情報を確
認します。

説明[名前（Name）]

仮想 HBAの名前。

この名前は、vHBAの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド
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説明[名前（Name）]

vHBAに関連付けられたWWNN。

WWNNを自動的に生成するには、[自動（AUTO）]を選択しま
す。WWNNを指定するには、2つ目のオプションボタンをク
リックし、対応するフィールドにWWNNを入力します。

[ターゲットWWNN（Target
WWNN）]フィールド

vHBAに関連付けられたWWPN。

WWPNを自動的に生成するには、[自動（AUTO）]を選択しま
す。WWPNを指定するには、2つ目のオプションボタンをク
リックし、対応するフィールドにWWPNを入力します。

[ターゲットWWPN（Target
WWPN）]フィールド

オンにすると、vHBAを使用してSANブートを実行できます。[FC SANブート（FC SAN
Boot）]チェックボックス

オンにすると、LUN IDのアソシエーションは手動でクリアさ
れるまで、メモリに維持されます。

[永続的LUNのバインドの有効
化（Enable Persistent LUN
Binding）]チェックボックス

vHBAに関連付けられたアップリンクポート。

この値は、システム定義の vHBAである fc0と fc1に
ついては変更できません。

（注）

[アップリンクポート（Uplink
Port）]フィールド

vHBAに関連付けられたMACアドレス。

システムがMACアドレスを生成するようにするには、[自動
（AUTO）]を選択します。アドレスを指定するには、2番目の
オプションボタンをクリックし、対応するフィールドにMAC
アドレスを入力します。

[MACアドレス（MAC
Address）]フィールド

このvHBAにデフォルトのVLANがない場合、[なし（NONE）]
をクリックします。それ以外の場合は、2つ目のオプションボ
タンをクリックし、フィールドに 1～ 4094の VLAN IDを入力
します。

[デフォルト VLAN（Default
VLAN）]フィールド

vHBAの CoS。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[サービスクラス（Class of
Service）]ドロップダウンリス
ト

Cisco UCS C シリーズ Integrated Management Controller リリース 3.1 GUI コンフィギュレーションガイド

19

ネットワークアダプタの管理

vHBA のプロパティの表示



説明[名前（Name）]

この vHBA上のトラフィックのデータレート制限（Mbps単
位）。

この vHBAに無制限のデータレートを設定するには、[オフ
（OFF）]を選択します。それ以外の場合は、2つ目のオプショ
ンボタンをクリックし、1～ 10,000の整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[レート制限（Rate Limit）]
フィールド

この vHBAが使用される順序。

システムが順序を設定するようにするには、[いずれか（ANY）]
を選択します。順序を指定する場合、2つ目のオプションボタ
ンを選択し、0～ 17の整数を入力します。

[PCIeデバイスの順序（PCIe
Device Order）]フィールド

エラー検出タイムアウト値（EDTOV）。システムが、エラーが
発生したと見なすまでに待機するミリ秒数です。

1,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 2,000ミリ
秒です。

[EDTOV]フィールド

リソース割り当てタイムアウト値（RATOV）。システムが、リ
ソースを適切に割り当てることができないと見なすまでに待機

するミリ秒数です。

5,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 10,000ミリ
秒です。

[RATOV]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロード
バイトの最大サイズ。

256～ 2112の整数を入力します。

[データフィールドの最大サイ
ズ（Max Data Field Size）]
フィールド

この vHBAに割り当てるチャネル番号。

1～ 1,000の整数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[チャネル番号（Channel
Number）]フィールド

vHBAに関連付ける必要があるポートプロファイル（ある場
合）。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[ポートプロファイル（Port
Profile）]ドロップダウンリス
ト
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ステップ 5 [エラーリカバリ（Error Recovery）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

オンにすると、システムは FCP Sequence Level Error Recoveryプ
ロトコル（FC-TAPE）を使用します。

[FCPエラーリカバリの有効化
（Enable FCP Error Recovery）]
チェックボックス

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われて

いることをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオ

フラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[リンクダウンタイムアウト
（Link Down Timeout）]フィー
ルド

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポー

トへの I/O要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。

[ポートダウン IOの再試行
（Port Down I/O Retries）]
フィールド

再試行までにシステムがタイムアウトを待機する時間。定義さ

れたタイムアウト時間内にディスクが I/Oに応答しなかった場
合、ドライバは保留中のコマンドを破棄し、タイマーが期限切

れになった後に同じ I/Oを再送信します。

1～ 59の整数を入力します。

[I/Oタイムアウトの再試行（I/O
Timeout Retry）]フィールド

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であることを

SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになって
いなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[ポートダウンタイムアウト
（Port Down Timeout）]フィー
ルド

ステップ 6 [ファイバチャネル割り込み（FibreChannel Interrupt）]領域で、次のフィールドの情報を確認しま
す。

説明[名前（Name）]

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSIx]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIのみ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[割り込みモードの選択
（Interrupt Mode）]ドロップダ
ウンリスト

ステップ 7 [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Port）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。
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説明[名前（Name）]

vHBA内に同時に保留可能な I/O操作の数。

1～ 1,024の整数を入力します。

[IOスロットル数（I/O Throttle
Count）]フィールド

ドライバでエクスポートされる LUNの最大数。通常は、オペ
レーティングシステムプラットフォームの制限です。

1～ 1,024の整数を入力します。推奨値は 1024です。

[ターゲットあたりの LUN数
（LUNs Per Target）]フィール
ド

HBAが 1つのチャンクで送受信できる LUNごとのコマンドの
数。このパラメータにより、アダプタのすべてのLUNについて
初期キューの深さを調整します。

デフォルト値は、20（物理ミニポートの場合）と 250（仮想ミ
ニポートの場合）です。

[LUNキューの深さ（LUN
Queue Depth）]フィールド

ステップ 8 [ファイバチャネルポート FLOGI（Fibre Channel Port FLOGI）]領域で、次のフィールドの情報を
確認します。

説明[名前（Name）]

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再

試行する回数。

再試行回数を無制限に指定するには、[無制限（INFINITE）]オ
プションボタンを選択します。それ以外の場合は、2番目のオ
プションボタンを選択し、対応するフィールドに整数を入力し

ます。

[FLOGIの再試行回数（FLOGI
Retries）]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[FLOGIタイムアウト（FLOGI
Timeout）]フィールド

ステップ 9 [ファイバチャネルポート PLOGI（Fibre Channel Port PLOGI）]領域で、次のフィールドの情報を
確認します。

説明[名前（Name）]

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

0～ 255の整数を入力します。

[PLOGIの再試行回数]フィール
ド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[PLOGIタイムアウト（PLOGI
Timeout）]フィールド
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ステップ 10 [SCSI I/O]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

システムで割り当てる SCSI I/Oキューリソースの数。

1～ 8の整数を入力します。

[CDB送信キュー数（CDB
Transmit Queue Count）]フィー
ルド

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。

[CDB送信キューリングサイズ
（CDB Transmit Queue Ring
Size）]フィールド

ステップ 11 [送受信キュー（Receive/Transmit Queues）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FCワークキューリングサイ
ズ（FCWorkQueue Ring Size）]
フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FC受信キューリングサイズ
（FCReceive Queue Ring Size）]
フィールド

vHBA のプロパティの変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vHBAs]タブをクリックします。

ステップ 3 [vHBAs]ペインの [fc0]または [fc1]をクリックします。

ステップ 4 [全般（General）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

仮想 HBAの名前。

この名前は、vHBAの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド
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説明[名前（Name）]

vHBAに関連付けられたWWNN。

WWNNを自動的に生成するには、[自動（AUTO）]を選択しま
す。WWNNを指定するには、2つ目のオプションボタンをク
リックし、対応するフィールドにWWNNを入力します。

[ターゲットWWNN（Target
WWNN）]フィールド

vHBAに関連付けられたWWPN。

WWPNを自動的に生成するには、[自動（AUTO）]を選択しま
す。WWPNを指定するには、2つ目のオプションボタンをク
リックし、対応するフィールドにWWPNを入力します。

[ターゲットWWPN（Target
WWPN）]フィールド

オンにすると、vHBAを使用してSANブートを実行できます。[FC SANブート（FC SAN
Boot）]チェックボックス

オンにすると、LUN IDのアソシエーションは手動でクリアさ
れるまで、メモリに維持されます。

[永続的LUNのバインドの有効
化（Enable Persistent LUN
Binding）]チェックボックス

vHBAに関連付けられたアップリンクポート。

この値は、システム定義の vHBAである fc0と fc1に
ついては変更できません。

（注）

[アップリンクポート（Uplink
Port）]フィールド

vHBAに関連付けられたMACアドレス。

システムがMACアドレスを生成するようにするには、[自動
（AUTO）]を選択します。アドレスを指定するには、2番目の
オプションボタンをクリックし、対応するフィールドにMAC
アドレスを入力します。

[MACアドレス（MAC
Address）]フィールド

このvHBAにデフォルトのVLANがない場合、[なし（NONE）]
をクリックします。それ以外の場合は、2つ目のオプションボ
タンをクリックし、フィールドに 1～ 4094の VLAN IDを入力
します。

[デフォルト VLAN（Default
VLAN）]フィールド

vHBAの CoS。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[サービスクラス（Class of
Service）]ドロップダウンリス
ト
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説明[名前（Name）]

この vHBA上のトラフィックのデータレート制限（Mbps単
位）。

この vHBAに無制限のデータレートを設定するには、[オフ
（OFF）]を選択します。それ以外の場合は、2つ目のオプショ
ンボタンをクリックし、1～ 10,000の整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[レート制限（Rate Limit）]
フィールド

この vHBAが使用される順序。

システムが順序を設定するようにするには、[いずれか（ANY）]
を選択します。順序を指定する場合、2つ目のオプションボタ
ンを選択し、0～ 17の整数を入力します。

[PCIeデバイスの順序（PCIe
Device Order）]フィールド

エラー検出タイムアウト値（EDTOV）。システムが、エラーが
発生したと見なすまでに待機するミリ秒数です。

1,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 2,000ミリ
秒です。

[EDTOV]フィールド

リソース割り当てタイムアウト値（RATOV）。システムが、リ
ソースを適切に割り当てることができないと見なすまでに待機

するミリ秒数です。

5,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 10,000ミリ
秒です。

[RATOV]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロード
バイトの最大サイズ。

256～ 2112の整数を入力します。

[データフィールドの最大サイ
ズ（Max Data Field Size）]
フィールド

この vHBAに割り当てるチャネル番号。

1～ 1,000の整数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[チャネル番号（Channel
Number）]フィールド

vHBAに関連付ける必要があるポートプロファイル（ある場
合）。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[ポートプロファイル（Port
Profile）]ドロップダウンリス
ト
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ステップ 5 [エラーリカバリ（Error Recovery）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

オンにすると、システムは FCP Sequence Level Error Recoveryプ
ロトコル（FC-TAPE）を使用します。

[FCPエラーリカバリの有効化
（Enable FCP Error Recovery）]
チェックボックス

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われて

いることをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオ

フラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[リンクダウンタイムアウト
（Link Down Timeout）]フィー
ルド

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポー

トへの I/O要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。

[ポートダウン IOの再試行
（Port Down I/O Retries）]
フィールド

再試行までにシステムがタイムアウトを待機する時間。定義さ

れたタイムアウト時間内にディスクが I/Oに応答しなかった場
合、ドライバは保留中のコマンドを破棄し、タイマーが期限切

れになった後に同じ I/Oを再送信します。

1～ 59の整数を入力します。

[I/Oタイムアウトの再試行（I/O
Timeout Retry）]フィールド

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であることを

SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになって
いなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[ポートダウンタイムアウト
（Port Down Timeout）]フィー
ルド

ステップ 6 [ファイバチャネル割り込み（Fibre Channel Interrupt）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSIx]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIのみ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[割り込みモードの選択
（Interrupt Mode）]ドロップダ
ウンリスト

ステップ 7 [ファイバチャネルポート（Fibre Channel Port）]領域で、次のフィールドを更新します。
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説明[名前（Name）]

vHBA内に同時に保留可能な I/O操作の数。

1～ 1,024の整数を入力します。

[IOスロットル数（I/O Throttle
Count）]フィールド

ドライバでエクスポートされる LUNの最大数。通常は、オペ
レーティングシステムプラットフォームの制限です。

1～ 1,024の整数を入力します。推奨値は 1024です。

[ターゲットあたりの LUN数
（LUNs Per Target）]フィール
ド

HBAが 1つのチャンクで送受信できる LUNごとのコマンドの
数。このパラメータにより、アダプタのすべてのLUNについて
初期キューの深さを調整します。

デフォルト値は、20（物理ミニポートの場合）と 250（仮想ミ
ニポートの場合）です。

[LUNキューの深さ（LUN
Queue Depth）]フィールド

ステップ 8 [ファイバチャネルポート FLOGI（Fibre Channel Port FLOGI）]領域で、次のフィールドを更新し
ます。

説明[名前（Name）]

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再

試行する回数。

再試行回数を無制限に指定するには、[無制限（INFINITE）]オ
プションボタンを選択します。それ以外の場合は、2番目のオ
プションボタンを選択し、対応するフィールドに整数を入力し

ます。

[FLOGIの再試行回数（FLOGI
Retries）]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[FLOGIタイムアウト（FLOGI
Timeout）]フィールド

ステップ 9 [ファイバチャネルポート PLOGI（Fibre Channel Port PLOGI）]領域で、次のフィールドを更新し
ます。

説明[名前（Name）]

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

0～ 255の整数を入力します。

[PLOGIの再試行回数]フィール
ド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[PLOGIタイムアウト（PLOGI
Timeout）]フィールド
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ステップ 10 [SCSI I/O]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

システムで割り当てる SCSI I/Oキューリソースの数。

1～ 8の整数を入力します。

[CDB送信キュー数（CDB
Transmit Queue Count）]フィー
ルド

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。

[CDB送信キューリングサイズ
（CDB Transmit Queue Ring
Size）]フィールド

ステップ 11 [送受信キュー（Receive/Transmit Queues）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FCワークキューリングサイ
ズ（FCWorkQueue Ring Size）]
フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FC受信キューリングサイズ
（FCReceive Queue Ring Size）]
フィールド

ステップ 12 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

vHBA の作成
アダプタは 2つの固定 vHBAを備えています。NIVモードがイネーブルの場合、最大 16個の追加
vHBAを作成できます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vHBAs]タブをクリックします。

ステップ 3 [ホストファイバーチャネルインターフェイス（Host Fibre Channel Interfaces）]領域で、次のアク
ションのいずれかを選択します。

•デフォルトの設定を使用して vHBAを作成するには、[vHBAの追加（AddvHBA）]をクリッ
クします。
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•既存の vHBAと同じ設定を使用して vHBAを作成するには、その vHBAを選択して [vHBA
の複製（Clone vHBA）]をクリックします。

[vHBAの追加（Add vHBA）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [vHBAの追加（Add vHBA）]ダイアログボックスで、vHBAの名前を名前入力ボックスに入力
します。

ステップ 5 [vHBAの追加（Add vHBA）]をクリックします。

次の作業

•サーバをリブートして vHBAを作成します。

•設定の変更が必要な場合は、vHBAのプロパティの変更, （23ページ）の説明に従って、新
しい vHBAを設定します。

vHBA の削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vHBAs]タブをクリックします。

ステップ 3 [ホストファイバーチャネルインターフェイス（Host Fibre Channel Interfaces）]領域で、表から
vHBA（複数可）を選択します。

2つのデフォルトの vHBAである [fc0]または [fc1]は削除できませ
ん。

（注）

ステップ 4 [vHBAの削除（Delete vHBAs）]をクリックし、[OK]をクリックして確認します。

vHBA ブートテーブル
vHBAブートテーブルには、サーバがブート可能な LUNを 4つまで指定できます。
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ブートテーブルエントリの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vHBAs]タブをクリックします。

ステップ 3 [ファイバーチャネルインターフェイス（Fibre Channel Interfaces）]領域で、[ブートテーブル
（Boot Table）]領域までスクロールダウンします。

ステップ 4 [ブートエントリの追加（Add Boot Entry）]ボタンをクリックして [ブートエントリの追加（Add
Boot Entry）]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 5 [ブートエントリの追加（AddBoot Entry）]ダイアログボックスで、次の情報を確認し、指定され
た操作を実行します。

説明[名前（Name）]

ブートイメージの場所に対応するワールドワイドポート

（WWPN）名。

WWPNは hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh:hhの形式で入力します。

[ターゲットWWPN（Target
WWPN）]フィールド

ブートイメージの場所に対応する LUN ID。

IDとして 0～ 255の値を入力します。

[LUN ID]フィールド

指定された場所をブートテーブルに追加します。[ブートエントリの追加（Add
Boot Entry）]ボタン

現在フィールドに入力されている値をクリアします。[値のリセット（Reset Values）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存せ

ずにダイアログボックスを閉じます。

[キャンセル（Cancel）]ボタン
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ブートテーブルエントリの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vHBAs]タブをクリックします。

ステップ 3 [ファイバーチャネルインターフェイス（Fibre Channel Interfaces）]領域で、[ブートテーブル
（Boot Table）]領域までスクロールダウンします。

ステップ 4 [ブートテーブル（Boot Table）]領域で、削除するエントリをクリックします。

ステップ 5 [ブートエントリの削除（Delete Boot Entry）]をクリックし、[OK]をクリックして確認します。

vHBA の永続的なバインディング
永続的なバインディングは、システムによって割り当てられたファイバチャネルターゲットの

マッピングがリブート後も維持されることを保証します。

永続的なバインディングの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vHBAs]タブをクリックします。

ステップ 3 [vHBAs]ペインの [fc0]または [fc1]をクリックします。

ステップ 4 [永続的なバインディング（PersistentBindings）]ダイアログボックスで、次の情報を確認します。

説明[名前（Name）]

バインディングの固有識別子。[インデックス（Index）]カラ
ム

バインディングが関連付けられるターゲットのワールドワイド

ポート名。

[ターゲットWWPN（Target
WWPN）]カラム

バインディングが関連付けられるホストのワールドワイドポー

ト名。

[ホストWWPN（Host
WWPN）]カラム
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説明[名前（Name）]

バインディングが関連付けられるバス ID。[バス ID（Bus ID）]カラム

バインディングが関連付けられる、ホストシステム上のター

ゲット ID。
[ターゲット ID（Target ID）]カ
ラム

未使用のすべてのバインディングをクリアし、使用されている

バインディングをリセットします。

[永続的なバインディングの再
構築（Rebuild Persistent
Bindings）]ボタン

ダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。[閉じる（Close）]ボタン

ステップ 5 [閉じる（Close）]をクリックします。

永続的なバインディングの再作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vHBAs]タブをクリックします。

ステップ 3 [vHBAs]ペインの [fc0]または [fc1]をクリックします。

ステップ 4 [ファイバーチャネルインターフェイス（Fibre Channel Interfaces）]領域で、[永続的なバインディ
ング（Persistent Bindings）]領域までスクロールダウンします。

ステップ 5 [永続的なバインディングの再構築（Rebuild Persistent Bindings）]ボタンをクリックします。
ステップ 6 [OK]をクリックして確認します。

vNIC の管理

vNIC 管理のガイドライン
vNICを管理する場合は、次のガイドラインと制限事項を考慮してください。
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• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードおよび Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェ
イスカードには 2つのデフォルト vNIC（eth0と eth1）があります。これらのアダプタカー
ドに最大 16個の追加 vNICを作成できます。

アダプタに対してネットワークインターフェイスの仮想化（NIV）モードが
イネーブルになっている場合、vNICを作成するときにチャネル番号を割り当
てる必要があります。

（注）

•設定の変更後は、その設定を有効にするためにホストをリブートする必要があります。

CiscoCシリーズサーバは、パケット転送にRemoteDirectMemoryAccess（RDMA）overConverged
Ethernet（RoCE）を使用します。RoCEでは、RDMA over InfiniBandと同様のメカニズムをベース
にイーサネットでのRDMA実行メカニズムを定義しています。ただし、低遅延、低CPU使用率、
およびネットワーク帯域幅の高利用率というパフォーマンス指向の特性を伴う RoCEは、従来の
ネットワークソケット実装よりも優れたパフォーマンスを提供します。RoCEは、ネットワーク
で大量のデータを極めて効率的に移動するという要件を満たします。

vNICのパフォーマンスを向上させるには、Cisco UCS Managerで RoCEファームウェアに次の設
定パラメータを指定する必要があります。

•キューペア（Queue Pairs）

•メモリ領域（Memory Regions）

•リソースグループ

RoCE を搭載した SMB ダイレクトのガイドラインと制約事項

• RoCEを搭載したMicrosoft SMBダイレクトは次でサポートされています。

◦ Windows 2012 R2。

◦ Windows 2016。

• Cisco UCS Cシリーズサーバでは、RoCE対応 vNICをアダプタごとに 4つまでしかサポート
しません。

• Cisco UCS Cシリーズサーバでは、NVGRE、VXLAN、VMQ、または usNICでの RoCEをサ
ポートしません。

•アダプタごとのキューペアの最大数は 8192個です。

•アダプタごとのメモリ領域の最大数は 524288個です。

• Ciscoアダプタ間でのRoCE構成はサポートされています。Ciscoアダプタとサードパーティ
製のアダプタ間の相互運用性はサポートされていません。
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RDMAトラフィックパス内のスイッチでドロップなしQOSポリシーの設定を構成する必要が
あります。

重要

vNIC のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vNICs]タブをクリックします。

ステップ 3 [vNICs]ペインの [eth0]または [eth1]をクリックします。

ステップ 4 [イーサネットインターフェイス（Ethernet Interfaces）]ペインの [vNICプロパティ（vNIC
Properties）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名称

仮想 NICの名前。

この名前は、vNICの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

VICカードのイーサネット vNICに割り当てることができる一
貫したデバイス名（CDN）。特定の CDNをデバイスに割り当
てることで、ホスト OS上でそれを識別できます。

この機能は、[VICに対する CDNサポート（CDN
Support for VIC）]トークンがBIOSで有効になってい
る場合にのみ機能します。

（注）

[CDN]フィールド

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケットサ
イズ。

1500～ 9000の整数を入力します。

[MTU]フィールド

この vNICに関連付けられたアップリンクポート。この vNIC
に対するすべてのトラフィックは、このアップリンクポートを

通過します。

[アップリンクポート（Uplink
Port）]ドロップダウンリスト

vNICに関連付けられたMACアドレス。

アダプタが内部プールから使用可能なMACアドレスを選択す
るようにするには、[自動（Auto）]を選択します。アドレスを
指定するには、2番目のオプションボタンをクリックし、対応
するフィールドにMACアドレスを入力します。

[MACアドレス（MAC
Address）]フィールド
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説明名称

この vNICからのトラフィックに関連付けられるサービスクラ
ス。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[サービスクラス（Class of
Service）]ドロップダウンリス
ト

vNICで、ホストオペレーティングシステムが提供するサービ
スクラスを使用できるようにするには、このチェックボックス

をオンにします。

[信頼ホスト CoS（Trust Host
CoS）]チェックボックス

この vNICが使用される順序。

順序を指定するには、表示されている範囲内の整数を入力しま

す。

[PCI順序（PCI Order）]フィー
ルド

この vNICにデフォルトのVLANがない場合、[なし（NONE）]
をクリックします。それ以外の場合は、2つ目のオプションボ
タンをクリックし、フィールドに 1～ 4094の VLAN IDを入力
します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[デフォルト VLAN（Default
VLAN）]フィールド

VLANトランキングを使用する場合は、[トランク（TRUNK）]
を選択します。それ以外の場合は [アクセス（ACCESS）]を選
択します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[VLANモード（VLANMode）]
ドロップダウンリスト

この vNICに無制限のデータレートを設定するには、[オフ
（OFF）]を選択します。それ以外の場合は、2つ目のオプショ
ンボタンをクリックし、関連フィールドにレート制限を入力し

ます。

1～ 10,000 Mbpsの整数を入力します。

VIC 13xxコントローラの場合は、1～ 40,000 Mbpsの整数を入
力できます。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[レート制限（Rate Limit）]
フィールド

vNICを使用して PXEブートを実行する場合は、このチェック
ボックスをオンにします。

[PXEブートの有効化（Enable
PXE Boot）]チェックボックス
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説明名称

この vNICに割り当てるチャネル番号を選択します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[チャネル番号（Channel
Number）]フィールド

vNICを接続できるリンク。値は次のとおりです。

• [0]：vNICが配置されている最初の cross-edgedリンク。

• [1]：vNICが配置されている 2番目の cross-edgedリンク。

（注） •このオプションを使用できるのは一部の Cisco
UCS Cシリーズサーバだけです。

[PCIリンク（PCI Link）]
フィールド

vNICに関連付けられているポートプロファイルを選択します。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[ポートプロファイル（Port
Profile）]ドロップダウンリス
ト

通信の問題が発生した場合に、この vNIC上のトラフィックを
セカンダリインターフェイスにフェールオーバーするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[アップリンクフェールオー
バーの有効化（Enable Uplink
Failover）]チェックボックス

仮想マシンキュー（VMQ）を有効にするには、このチェック
ボックスをオンにします。

SR-IOVまたは NetFlowオプションがアダプタで有効
になっている場合に、VMQが有効になっていないこ
とを確認します。

（注）

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズ
サーバだけです。

[VMQの有効化（Enable
VMQ）]チェックボックス

Accelerated Receive Flowステアリング（aRFS）を有効にするに
は、このチェックボックスをオンにします。

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズ
サーバだけです。

[aRFSの有効化（Enable
aRFS）]チェックボックス
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説明名称

Generic Routing Encapsulationを使用してネットワーク仮想化を
有効にするには、このチェックボックスをオンにします。

•このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシ
リーズサーバだけです。

•このオプションは、Cisco VIC 1385カードを搭載した Cシ
リーズサーバでのみ使用できます。

[NVGREの有効化（Enable
NVGRE）]チェックボックス

仮想拡張LANを有効にするには、このチェックボックスをオン
にします。

•このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシ
リーズサーバだけです。

•このオプションは、Cisco VIC 1385カードを搭載した Cシ
リーズサーバでのみ使用できます。

[VXLANの有効化（Enable
VXLAN）]チェックボックス

vNICで高度なフィルタオプションを有効にするには、この
チェックボックスをオンにします。

[高度なフィルタ（Advanced
Filter）]チェックボックス

セカンダリインターフェイスを使用して vNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで使
用されるようにするには、プライマリインターフェイスが一定

時間使用可能な状態になっている必要があり、その時間の長さ

をこの設定で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[フェールバックのタイムアウ
ト（Failback Timeout）]フィー
ルド

ステップ 5 [イーサネット割り込み（Ethernet Interrupt）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は、完了キュー

リソースの数と同じにします。

1～ 514の整数を入力します。

[割り込み数（Interrupt Count）]
フィールド

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～ 65535の整数を入力します。割り込み調停をオフにするに
は、このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[調停タイマー（Coalescing
Time）]フィールド
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説明[名前（Name）]

次のいずれかになります。

• [最小（MIN）]：システムは、別の割り込みイベントを送
信する前に [調停時間（Coalescing Time）]フィールドに指
定された時間だけ待機します。

• [アイドル（IDLE）]：アクティビティなしの期間が少なく
とも [調停時間（Coalescing Time）]フィールドに指定され
た時間続くまで、システムから割り込みは送信されませ

ん。

[調停タイプ（Coalescing
Type）]ドロップダウンリスト

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIのみ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[割り込みモードの選択
（Interrupt Mode）]ドロップダ
ウンリスト

ステップ 6 [イーサネット受信キュー（Ethernet Receive Queue）]領域で、次のフィールドの情報を確認しま
す。

説明[名前（Name）]

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[受信キュー数（Receive Queue
Count）]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[受信キューリングサイズ
（Receive Queue Ring Size）]
フィールド

ステップ 7 [イーサネット送信キュー（Ethernet Transmit Queue）]領域で、次のフィールドの情報を確認しま
す。

説明[名前（Name）]

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[送信キュー数（TransmitQueue
Count）]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[送信キューリングサイズ
（Transmit Queue Ring Size）]
フィールド
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ステップ 8 [完了キュー（Completion Queue）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[完了キュー数（Completion
Queue Count）]フィールド

各完了キュー内の記述子の数。

この値は変更できません。

[完了キューリングサイズ
（CompletionQueue Ring Size）]
フィールド

ステップ 9 [TCPオフロード（TCP Offload）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

オンにすると、CPUはセグメント化する必要がある大きなTCP
パケットをハードウェアに送信します。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上する
可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをセグメント化します。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれています。

（注）

[TCPセグメント化オフロード
の有効化（Enable TCP
Segmentation Offload）]チェッ
クボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証の
ためにハードウェアに送信します。このオプションにより、CPU
のオーバーヘッドが削減される可能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証し
ます。

[TCPRxオフロードチェックサ
ム検証の有効化（Enable TCP
Rx Offload Checksum
Validation）]チェックボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットをハードウェアに送信
し、ハードウェアでチェックサムを計算できるようにします。

このオプションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可
能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを計算し
ます。

[TCPTxオフロードチェックサ
ム生成の有効化（EnableTCPTx
Offload Checksum Generation）]
チェックボックス
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説明[名前（Name）]

オンにすると、ハードウェアはすべてのセグメント化されたパ

ケットをCPUに送信する前に再構成します。このオプションに
より、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスループット
が増加する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをすべて処理します。

[大規模受信の有効化（Enable
Large Receive）]チェックボッ
クス

ステップ 10 [Receive Side Scaling]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明[名前（Name）]

ReceiveSide Scaling（RSS）は、ネットワーク受信処理をマルチ
プロセッサシステム内の複数の CPUに分散させます。

オンにすると、可能な場合はネットワーク受信処理がプロセッ

サ間で共有されます。

オフにすると、ネットワーク受信処理は、追加のプロセッサが

使用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理されます。

[TCPReceive Side Scalingの有効
化（Enable TCP Receive Side
Scaling）]チェックボックス

オンにすると、RSSが IPv4ネットワークでイネーブルになりま
す。

[IPv4 RSSの有効化（Enable
IPv4 RSS）]チェックボックス

オンにすると、IPv4ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv4 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv4 RSS）]
チェックボックス

オンにすると、RSSが IPv6ネットワークでイネーブルになりま
す。

[IPv6 RSSの有効化（Enable
IPv6 RSS）]チェックボックス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv6 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv6 RSS）]
チェックボックス

オンにすると、IPv6拡張に対して RSSがイネーブルになりま
す。

[IPv6拡張 RSSの有効化
（Enable IPv6 Extension RSS）]
チェックボックス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv6拡張 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv6 Extension
RSS）]チェックボックス
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vNIC のプロパティの変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vNICs]タブをクリックします。

ステップ 3 [vNICs]ペインの [eth0]または [eth1]をクリックします。

ステップ 4 [イーサネットインターフェイス（Ethernet Interfaces）]ペインの [vNICプロパティ（vNIC
Properties）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

仮想 NICの名前。

この名前は、vNICの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

VICカードのイーサネット vNICに割り当てることができる一
貫したデバイス名（CDN）。特定の CDNをデバイスに割り当
てることで、ホスト OS上でそれを識別できます。

この機能は、[VICに対する CDNサポート（CDN
Support for VIC）]トークンがBIOSで有効になってい
る場合にのみ機能します。

（注）

[CDN]フィールド

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケットサ
イズ。

1500～ 9000の整数を入力します。

[MTU]フィールド

この vNICに関連付けられたアップリンクポート。この vNIC
に対するすべてのトラフィックは、このアップリンクポートを

通過します。

[アップリンクポート（Uplink
Port）]ドロップダウンリスト

vNICに関連付けられたMACアドレス。

アダプタが内部プールから使用可能なMACアドレスを選択す
るようにするには、[自動（Auto）]を選択します。アドレスを
指定するには、2番目のオプションボタンをクリックし、対応
するフィールドにMACアドレスを入力します。

[MACアドレス（MAC
Address）]フィールド
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説明[名前（Name）]

この vNICからのトラフィックに関連付けられるサービスクラ
ス。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[サービスクラス（Class of
Service）]ドロップダウンリス
ト

vNICで、ホストオペレーティングシステムが提供するサービ
スクラスを使用できるようにするには、このチェックボックス

をオンにします。

[信頼ホスト CoS（Trust Host
CoS）]チェックボックス

vNICを接続できるリンク。値は次のとおりです。

• [0]：vNICが配置されている最初の cross-edgedリンク。

• [1]：vNICが配置されている 2番目の cross-edgedリンク。

（注） •このオプションを使用できるのは一部の Cisco
UCS Cシリーズサーバだけです。

•このオプションは、CiscoVIC1385カードを搭載
した Cシリーズサーバでのみ使用できます。

[PCIリンク（PCI Link）]
フィールド

この vNICが使用される順序。

システムが順序を設定するようにするには、[いずれか（Any）]
を選択します。順序を指定する場合、2つ目のオプションボタ
ンを選択し、0～ 17の整数を入力します。

[PCI順序（PCI Order）]フィー
ルド

この vNICにデフォルトのVLANがない場合、[なし（NONE）]
をクリックします。それ以外の場合は、2つ目のオプションボ
タンをクリックし、フィールドに 1～ 4094の VLAN IDを入力
します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[デフォルト VLAN（Default
VLAN）]フィールド
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説明[名前（Name）]

VLANトランキングを使用する場合は、[トランク（TRUNK）]
を選択します。それ以外の場合は [アクセス（ACCESS）]を選
択します。VLANが [アクセス（ACCESS）]モードに設定され
ている場合、TAG付きのスイッチから受信されており、さらに
指定されたデフォルトの VLAN（1-4094）から受信されている
フレームは、vNIC経由でホストOSに送信されると、そのTAG
を削除します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[VLANモード（VLANMode）]
ドロップダウンリスト

この vNICに無制限のデータレートを設定するには、[オフ
（OFF）]を選択します。それ以外の場合は、2つ目のオプショ
ンボタンをクリックし、関連フィールドにレート制限を入力し

ます。

選択したアダプタカードに応じて、1～ 10,000 Mbpsまたは
40,000 Mbpsの間の整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[レート制限（Rate Limit）]
フィールド

vNICを使用して PXEブートを実行する場合は、このチェック
ボックスをオンにします。

[PXEブートの有効化（Enable
PXE Boot）]チェックボックス

この vNICに割り当てるチャネル番号を選択します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[チャネル番号（Channel
Number）]フィールド

vNICに関連付けられているポートプロファイルを選択します。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[ポートプロファイル（Port
Profile）]ドロップダウンリス
ト

通信の問題が発生した場合に、この vNIC上のトラフィックを
セカンダリインターフェイスにフェールオーバーするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[アップリンクフェールオー
バーの有効化（Enable Uplink
Failover）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

仮想マシンキュー（VMQ）を有効にするには、このチェック
ボックスをオンにします。

SR-IOVまたは NetFlowオプションがアダプタで有効
になっている場合に、VMQが有効になっていないこ
とを確認します。

（注）

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズ
サーバだけです。

[VMQの有効化（Enable
VMQ）]チェックボックス

Accelerated Receive Flowステアリング（aRFS）を有効にするに
は、このチェックボックスをオンにします。

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズ
サーバだけです。

[aRFSの有効化（Enable
aRFS）]チェックボックス

Generic Routing Encapsulationを使用してネットワーク仮想化を
有効にするには、このチェックボックスをオンにします。

•このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシ
リーズサーバだけです。

•このオプションは、Cisco VIC 1385カードを搭載した Cシ
リーズサーバでのみ使用できます。

[NVGREの有効化（Enable
NVGRE）]チェックボックス

仮想拡張LANを有効にするには、このチェックボックスをオン
にします。

•このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシ
リーズサーバだけです。

•このオプションは、Cisco VIC 1385カードを搭載した Cシ
リーズサーバでのみ使用できます。

[VXLANの有効化（Enable
VXLAN）]チェックボックス

セカンダリインターフェイスを使用して vNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで使
用されるようにするには、プライマリインターフェイスが一定

時間使用可能な状態になっている必要があり、その時間の長さ

をこの設定で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[フェールバックのタイムアウ
ト（Failback Timeout）]フィー
ルド

ステップ 5 [イーサネット割り込み（Ethernet Interrupt）]領域で、次のフィールドを更新します。
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説明[名前（Name）]

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は、完了キュー

リソースの数と同じにします。

1～ 514の整数を入力します。

[割り込み数（Interrupt Count）]
フィールド

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～ 65535の整数を入力します。割り込み調停をオフにするに
は、このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[調停タイマー（Coalescing
Time）]フィールド

次のいずれかになります。

• [最小（MIN）]：システムは、別の割り込みイベントを送
信する前に [調停時間（Coalescing Time）]フィールドに指
定された時間だけ待機します。

• [アイドル（IDLE）]：アクティビティなしの期間が少なく
とも [調停時間（Coalescing Time）]フィールドに指定され
た時間続くまで、システムから割り込みは送信されませ

ん。

[調停タイプ（Coalescing
Type）]ドロップダウンリスト

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIのみ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[割り込みモードの選択
（Interrupt Mode）]ドロップダ
ウンリスト

ステップ 6 [イーサネット受信キュー（Ethernet Receive Queue）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[受信キュー数（Receive Queue
Count）]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[受信キューリングサイズ
（Receive Queue Ring Size）]
フィールド

ステップ 7 [イーサネット送信キュー（Ethernet Transmit Queue）]領域で、次のフィールドを更新します。
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説明[名前（Name）]

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[送信キュー数（TransmitQueue
Count）]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[送信キューリングサイズ
（Transmit Queue Ring Size）]
フィールド

ステップ 8 [完了キュー（Completion Queue）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[完了キュー数（Completion
Queue Count）]フィールド

各完了キュー内の記述子の数。

この値は変更できません。

[完了キューリングサイズ
（CompletionQueue Ring Size）]
フィールド

ステップ 9 [TCPオフロード（TCP Offload）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

オンにすると、CPUはセグメント化する必要がある大きなTCP
パケットをハードウェアに送信します。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上する
可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをセグメント化します。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれています。

（注）

[TCPセグメント化オフロード
の有効化（Enable TCP
Segmentation Offload）]チェッ
クボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証の
ためにハードウェアに送信します。このオプションにより、CPU
のオーバーヘッドが削減される可能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証し
ます。

[TCPRxオフロードチェックサ
ム検証の有効化（Enable TCP
Rx Offload Checksum
Validation）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

オンにすると、CPUはすべてのパケットをハードウェアに送信
し、ハードウェアでチェックサムを計算できるようにします。

このオプションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可
能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを計算し
ます。

[TCPTxオフロードチェックサ
ム生成の有効化（EnableTCPTx
Offload Checksum Generation）]
チェックボックス

オンにすると、ハードウェアはすべてのセグメント化されたパ

ケットをCPUに送信する前に再構成します。このオプションに
より、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスループット
が増加する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをすべて処理します。

[大規模受信の有効化（Enable
Large Receive）]チェックボッ
クス

ステップ 10 [Receive Side Scaling]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

ReceiveSide Scaling（RSS）は、ネットワーク受信処理をマルチ
プロセッサシステム内の複数の CPUに分散させます。

オンにすると、可能な場合はネットワーク受信処理がプロセッ

サ間で共有されます。

オフにすると、ネットワーク受信処理は、追加のプロセッサが

使用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理されます。

[TCPReceive Side Scalingの有効
化（Enable TCP Receive Side
Scaling）]チェックボックス

オンにすると、RSSが IPv4ネットワークでイネーブルになりま
す。

[IPv4 RSSの有効化（Enable
IPv4 RSS）]チェックボックス

オンにすると、IPv4ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv4 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv4 RSS）]
チェックボックス

オンにすると、RSSが IPv6ネットワークでイネーブルになりま
す。

[IPv6 RSSの有効化（Enable
IPv6 RSS）]チェックボックス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv6 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv6 RSS）]
チェックボックス

オンにすると、IPv6拡張に対して RSSがイネーブルになりま
す。

[IPv6拡張 RSSの有効化
（Enable IPv6 Extension RSS）]
チェックボックス
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説明[名前（Name）]

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[TCP-IPv6拡張 RSSの有効化
（Enable TCP-IPv6 Extension
RSS）]チェックボックス

ステップ 11 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

vNIC の作成
アダプタは、永続的な vNICを 2つ提供します。追加の vNICを 16個まで作成できます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vNICs]タブをクリックします。

ステップ 3 [ホストイーサネットインターフェイス（Host Ethernet Interfaces）]領域で、次のアクションのい
ずれかを選択します。

•デフォルトの設定を使用して vNICを作成するには、[vNICの追加（Add vNIC）]をクリック
します。

•既存の vNICと同じ設定を使用して vNICを作成するには、その vNICを選択し、[vNICの複
製（Clone vNIC）]をクリックします。

[vNICの追加（Add vNIC）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [vNICの追加（Add vNIC）]ダイアログボックスで、vNICの名前を名前入力ボックスに入力しま
す。

ステップ 5 （任意） [vNICの追加（Add vNIC）]ダイアログボックスで、vNICのチャネル番号を [チャネル
番号（Channel Number）]入力ボックスに入力します。

アダプタで NIVがイネーブルになっている場合、vNICを作成するときに vNICのチャ
ネル番号を割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 6 [vNICの追加（Add vNIC）]をクリックします。

次の作業

設定の変更が必要な場合は、vNICのプロパティの変更, （41ページ）の説明に従って、新しい
vNICを設定します。
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vNIC の削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vNICs]タブをクリックします。

ステップ 3 [ホストイーサネットインターフェイス（Host Ethernet Interfaces）]領域で、表から vNICを選択
します。

デフォルトの 2つの vNIC（[eth0]と [eth1]）は、どちらも削除することはできませ
ん。

（注）

ステップ 4 [vNICの削除（Delete vNIC）]をクリックし、[OK]をクリックして確認します。

Cisco usNIC の管理

Cisco usNICの概要
Cisco user-space NIC（Cisco usNIC）機能は、ネットワーキングパケットの送受信時にカーネルを
バイパスすることにより、データセンターの Cisco UCSサーバで稼動しているソフトウェアアプ
リケーションのパフォーマンスを向上させます。アプリケーションはなどの Cisco UCS VIC第 2
世代以降のアダプタと直接やり取りするので、ハイパフォーマンスコンピューティングクラス

タのネットワーキングパフォーマンスが向上します。CiscousNICのメリットを享受するには、ソ
ケットやその他の通信APIではなく、Message Passing Interface（MPI）をアプリケーションで使用
する必要があります。

Cisco usNICを使用すると、MPIアプリケーションで次の利点が得られます。

•低遅延で、高スループットの通信転送を提供します。

•標準のアプリケーション非依存イーサネットプロトコルを実行します。

•次に示すシスコデータセンタープラットフォームで、低遅延の転送、ユニファイドファブ
リック、統合管理のサポートを活用します。

• Cisco UCSサーバ

•第二世代以降の Cisco UCS VICアダプタ

• 10または 40GbEネットワーク

標準イーサネットアプリケーションは、Linuxカーネルのネットワーキングスタックを呼び出す
ユーザ領域のソケットライブラリを使用します。次に、ネットワーキングスタックはCisco eNIC
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ドライバを使用して、Cisco VICハードウェアと通信します。次の図は、通常のソフトウェアア
プリケーションと Cisco usNICを使用するMPIアプリケーションの対比を示しています。

図 1：カーネルベースのネットワーク通信と Cisco usNICベースの通信

Cisco IMC GUI を使用した Cisco usNIC の表示および設定

はじめる前に

このタスクを実行するには、管理者権限で Cisco IMC GUIにログインする必要があります。この
ビデオの [再生（Play）]をクリックして、CIMCで Cisco usNICを設定する方法を視聴します。

手順

ステップ 1 Cisco IMC GUIにログインします。
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Cisco IMCへのログイン方法に関する詳細については、『Cisco UCS C-Series Servers Integrated
Management Controller GUI Configuration Guide』を参照してください。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 3 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vNICs]タブをクリックします。

ステップ 4 [vNICs]ペインの [eth0]または [eth1]をクリックします。

ステップ 5 [イーサネットインターフェイス（Ethernet Interfaces）]領域で、[usNIC]領域を選択します。
ステップ 6 [プロパティ（Properties）]領域で、次のフィールドを確認して更新します。

説明[名前（Name）]

usNICの親である vNICの名前。

このフィールドは読み取り専用で

す。

（注）

[名前（Name）]

特定の vNICに割り当てられる usNICの数。

0～ 225の整数を入力します。

指定のvNICに追加のusNICを割り当てるには、
既存の値よりも高い値を入力してください。

指定の vNICから usNICを削除するには、既存
の値よりも小さい値を入力します。

vNICに割り当てられたすべての usNICを削除
するには、ゼロを入力します。

[usNIC]フィールド

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[送信キュー数（Transmit Queue Count）]フィー
ルド

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[受信キュー数（Receive Queue Count）]フィー
ルド

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割

り当てなければならない完了キューリソースの

数は、送信キューリソースの数に受信キュー

リソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[完了キュー数（Completion Queue Count）]
フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[送信キューリングサイズ（TransmitQueueRing
Size）]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[受信キューリングサイズ（Receive Queue Ring
Size）]フィールド
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説明[名前（Name）]

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この

値は、完了キューリソースの数と同じにしま

す。

1～ 514の整数を入力します。

[割り込み数（Interrupt Count）]フィールド

次のいずれかになります。

• [最小（MIN）]：システムは、別の割り込
みイベントを送信する前に [調停時間
（Coalescing Time）]フィールドに指定さ
れた時間だけ待機します。

• [アイドル（IDLE）]：アクティビティなし
の期間が少なくとも [調停時間（Coalescing
Time）]フィールドに指定された時間続く
まで、システムから割り込みは送信されま

せん。

[割り込み調停タイプ（Interrupt Coalescing
Type）]ドロップダウンリスト

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信

される前に必要な休止期間。

1～ 65535の整数を入力します。割り込み調停
をオフにするには、このフィールドに0（ゼロ）
を入力します。

[割り込み調停タイマー時間（InterruptCoalescing
Timer Time）]フィールド

このusNICからのトラフィックに関連付けられ
るサービスクラス。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先
度で、6が最も高い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードで
は使用できません。

（注）

[サービスクラス（Class of Service）]フィール
ド

オンにすると、CPUはセグメント化する必要が
ある大きなTCPパケットをハードウェアに送信
します。このオプションにより、CPUのオー
バーヘッドが削減され、スループット率が向上

する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをセグメ
ント化します。

このオプションは、LargeSendOffload
（LSO）とも呼ばれています。

（注）

[TCPセグメントオフロード（TCP Segment
Offload）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

オンにすると、ハードウェアはすべてのセグメ

ント化されたパケットを CPUに送信する前に
再構成します。このオプションにより、CPUの
使用率が削減され、インバウンドのスループッ

トが増加する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをすべて
処理します。

[大規模受信（Large Receive）]チェックボック
ス

オンにすると、CPUはすべてのパケットをハー
ドウェアに送信し、ハードウェアでチェックサ

ムを計算できるようにします。このオプション

により、CPUのオーバーヘッドが削減される可
能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを計算します。

[TCP Txチェックサム（TCP Tx Checksum）]
チェックボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを検証のためにハードウェアに送信しま

す。このオプションにより、CPUのオーバー
ヘッドが削減される可能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを検証します。

[TCP Rxチェックサム（TCP Rx Checksum）]
チェックボックス

ステップ 7 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。
変更内容は次のサーバのリブート時に有効になります。

usNIC プロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vNICs]タブをクリックします。

ステップ 3 [vNICs]ペインの [eth0]または [eth1]をクリックします。

ステップ 4 [ホストイーサネットインターフェイス（Host Ethernet Interfaces）]ペインの [usNICプロパティ
（usNIC Properties）]領域で、次のフィールドの情報を確認します。
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説明[名前（Name）]

usNICの親である vNICの名前。

このフィールドは読み取り専用で

す。

（注）

[名前（Name）]

特定の vNICに割り当てられる usNICの数。

0～ 225の整数を入力します。

指定のvNICに追加のusNICを割り当てるには、
既存の値よりも高い値を入力してください。

指定の vNICから usNICを削除するには、既存
の値よりも小さい値を入力します。

vNICに割り当てられたすべての usNICを削除
するには、ゼロを入力します。

[usNIC]フィールド

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[送信キュー数（Transmit Queue Count）]フィー
ルド

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[受信キュー数（Receive Queue Count）]フィー
ルド

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割

り当てなければならない完了キューリソースの

数は、送信キューリソースの数に受信キュー

リソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[完了キュー数（Completion Queue Count）]
フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[送信キューリングサイズ（TransmitQueueRing
Size）]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[受信キューリングサイズ（Receive Queue Ring
Size）]フィールド

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この

値は、完了キューリソースの数と同じにしま

す。

1～ 514の整数を入力します。

[割り込み数（Interrupt Count）]フィールド
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説明[名前（Name）]

次のいずれかになります。

• [最小（MIN）]：システムは、別の割り込
みイベントを送信する前に [調停時間
（Coalescing Time）]フィールドに指定さ
れた時間だけ待機します。

• [アイドル（IDLE）]：アクティビティなし
の期間が少なくとも [調停時間（Coalescing
Time）]フィールドに指定された時間続く
まで、システムから割り込みは送信されま

せん。

[割り込み調停タイプ（Interrupt Coalescing
Type）]ドロップダウンリスト

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信

される前に必要な休止期間。

1～ 65535の整数を入力します。割り込み調停
をオフにするには、このフィールドに0（ゼロ）
を入力します。

[割り込み調停タイマー時間（InterruptCoalescing
Timer Time）]フィールド

このusNICからのトラフィックに関連付けられ
るサービスクラス。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先
度で、6が最も高い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードで
は使用できません。

（注）

[サービスクラス（Class of Service）]フィール
ド

オンにすると、CPUはセグメント化する必要が
ある大きなTCPパケットをハードウェアに送信
します。このオプションにより、CPUのオー
バーヘッドが削減され、スループット率が向上

する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをセグメ
ント化します。

このオプションは、LargeSendOffload
（LSO）とも呼ばれています。

（注）

[TCPセグメントオフロード（TCP Segment
Offload）]チェックボックス
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説明[名前（Name）]

オンにすると、ハードウェアはすべてのセグメ

ント化されたパケットを CPUに送信する前に
再構成します。このオプションにより、CPUの
使用率が削減され、インバウンドのスループッ

トが増加する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをすべて
処理します。

[大規模受信（Large Receive）]チェックボック
ス

オンにすると、CPUはすべてのパケットをハー
ドウェアに送信し、ハードウェアでチェックサ

ムを計算できるようにします。このオプション

により、CPUのオーバーヘッドが削減される可
能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを計算します。

[TCP Txチェックサム（TCP Tx Checksum）]
チェックボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを検証のためにハードウェアに送信しま

す。このオプションにより、CPUのオーバー
ヘッドが削減される可能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを検証します。

[TCP Rxチェックサム（TCP Rx Checksum）]
チェックボックス

iSCSI ブート機能の設定

vNIC の iSCSI ブート機能の設定
ラックサーバがスタンドアロンモードに設定されていて、VICアダプタが Nexus 5000および
Nexus6000スイッチファミリに直接接続されている場合は、iSCSIストレージターゲットからサー
バがリモートでブートされるようにこれらの VICアダプタを設定できます。ラックサーバがリ
モート iSCSIターゲットデバイスからホスト OSイメージをロードできるようにイーサネット
vNICを設定できます。

vNICで iSCSIブート機能を設定する方法は、次のとおりです。

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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• iSCSIストレージターゲットからサーバをリモートでブートするように vNICを設定するに
は、vNICの PXEブートオプションをイネーブルにする必要があります。

ホストごとに最大 2つの iSCSI vNICを設定できます。（注）

vNIC 上の iSCSI ブート機能の設定
ホストごとに最大 2つの iSCSI vNICを設定できます。

はじめる前に

• iSCSIストレージターゲットからサーバをリモートでブートするように vNICを設定するに
は、vNICの PXEブートオプションをイネーブルにする必要があります。

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vNICs]タブをクリックします。

ステップ 3 [vNICs]ペインの [eth0]または [eth1]をクリックします。

ステップ 4 [イーサネットインターフェイス（Ethernet Interfaces）]領域で、[iSCSIブートプロパティ（iSCSI
Boot Properties）]領域を選択します。

ステップ 5 [全般（General）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

vNICの名前。[名前（Name）]フィールド

vNICに対して DHCPネットワークがイネーブルかどうか。

イネーブルの場合、イニシエータのネットワーク設定を DHCP
サーバから取得します。

[DHCPネットワーク（DHCP
Network）]チェックボックス

vNICに対してDHCP iSCSIがイネーブルかどうか。イネーブル
になっていて DHCP IDが設定されている場合、イニシエータ
IQNとターゲットの情報を DHCPサーバから取得します。

DHCP iSCSIがDHCP IDなしでイネーブルに設定され
ている場合、ターゲット情報のみを取得します。

（注）

[DHCP iSCSI]チェックボック
ス
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説明[名前（Name）]

イニシエータ IQNとターゲットの情報をDHCPサーバから取得
するためにアダプタが使用するベンダー識別文字列。

最大 64文字の文字列を入力します。

[DHCP ID]フィールド

イニシエータがDHCPサーバが使用できないと判断するまでに
待機する秒数。

60～ 300の整数を入力します（デフォルトは 60秒です）。

[DHCPタイムアウト（DHCP
Timeout）]フィールド

リンクが使用できないとイニシエータが判断するまで待機する

秒数。

0～ 255の整数を入力します（デフォルトは 15秒です）。

[リンクタイムアウト（Link
Timeout）]フィールド

iSCSI LUN検出中にエラーが発生した場合に接続を再試行する
回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルトは 15です。

[LUN再試行回数値の入力
（LUN Busy Retry Count）]
フィールド

iSCSIブート中に使用する IPバージョン。[IPバージョン（IP Version）]
フィールド

ステップ 6 [イニシエータ（Initiator）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

名前は、IQN形式で
す。

（注）

[名前（Name）]フィールド

iSCSIイニシエータの IPアドレス。[IPアドレス（IP Address）]
フィールド

iSCSIイニシエータのサブネットマスク。[サブネットマスク（Subnet
Mask）]フィールド

デフォルトゲートウェイ。[ゲートウェイ（Gateway）]
フィールド
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説明[名前（Name）]

プライマリ DNSサーバのアドレス。[プライマリ DNS（Primary
DNS）]フィールド

セカンダリ DNSサーバアドレス。[セカンダリDNS（Secondary
DNS）]フィールド

TCPが使用できないとイニシエータが判断するまで待機する秒
数。

0～ 255の整数を入力します（デフォルトは 15秒です）。

[TCPタイムアウト（TCP
Timeout）]フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の名前。

[CHAP名（CHAP Name）]
フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の共有秘密。

[CHAPシークレット（CHAP
Secret）]フィールド

ステップ 7 [プライマリターゲット（Primary Target）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

IQN形式のプライマリターゲットの名前。[名前（Name）]フィールド

ターゲットの IPアドレス。[IPアドレス（IP Address）]
フィールド

ターゲットに関連付けられた TCPポート。[TCPポート（TCP Port）]
フィールド

ターゲットに関連付けられたブート LUN。[ブート LUN（Boot LUN）]
フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の名前。

[CHAP名（CHAP Name）]
フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の共有秘密。

[CHAPシークレット（CHAP
Secret）]フィールド

ステップ 8 [セカンダリターゲット（Secondary Target）]領域で、次のフィールドを更新します。

説明[名前（Name）]

IQN形式のセカンダリターゲットの名前。[名前（Name）]フィールド
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説明[名前（Name）]

ターゲットの IPアドレス。[IPアドレス（IP Address）]
フィールド

ターゲットに関連付けられた TCPポート。[TCPポート（TCP Port）]
フィールド

ターゲットに関連付けられたブート LUN。[ブート LUN（Boot LUN）]
フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の名前。

[CHAP名（CHAP Name）]
フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の共有秘密。

[CHAPシークレット（CHAP
Secret）]フィールド

説明[名前（Name）]

選択された vNICで iSCSIブートを設定します。[ISCSIの設定（Configure
ISCSI）]ボタン

選択された vNICから設定を削除します。[ISCSIの構成解除（Unconfigure
ISCSI）]ボタン

vNIC用の値を、このダイアログボックスを最初に開いたときに
有効になっていた設定に復元します。

[値のリセット（Reset Values）]
ボタン

変更を加えずにダイアログボックスを閉じます。[キャンセル（Cancel）]ボタン

ステップ 9 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

vNIC からの iSCSI ブート設定の除去

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]ペインの [vNICs]タブをクリックします。

ステップ 3 [vNICs]ペインの [eth0]または [eth1]をクリックします。

ステップ 4 [イーサネットインターフェイス（Ethernet Interfaces）]領域で、[iSCSIブートプロパティ（iSCSI
Boot Properties）]領域を選択します。

ステップ 5 領域下部にある [ISCSIの構成解除（Unconfigure ISCSI）]ボタンをクリックします。

アダプタ設定のバックアップと復元

アダプタ設定のエクスポート

アダプタ設定は、次のいずれかになるリモートサーバに XMLファイルとしてエクスポートでき
ます。

• TFTP

• FTP

• SFTP

• SCP

• HTTP

はじめる前に

リモートサーバの IPアドレスを取得します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]タブをクリックします。
[全般（General）]タブが表示されます。

ステップ 3 [全般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[エクスポート設定（Export
Configuration）]をクリックします。
[アダプタ設定のエクスポート（Export Adapter Configuration）]ダイアログボックスが開きます。
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ステップ 4 [アダプタ設定のエクスポート（ExportAdapterConfiguration）]ダイアログボックスで、次のフィー
ルドを更新します。

説明名称

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ（TFTP Server）

• FTPサーバ（FTP Server）

• SFTPサーバ（SFTP Server）

• SCPサーバ

• HTTPサーバ（HTTP Server）

このアクションを実行しながら、リモートサーバタイプ

として SCPまたは SFTPを選択した場合、「サーバ
（RSA）キーフィンガープリントは <server_finger_print
_ID>です。続行しますか?（Server (RSA) key fingerprint is
<server_finger_print _ID> Do you wish to continue?）」とい
うメッセージとともにポップアップウィンドウが表示さ

れます。サーバフィンガープリントの信頼性に応じて、

[はい（Yes）]または [いいえ（No）]をクリックします。

フィンガープリントはホストの公開キーに基づいており、

接続先のホストを識別または確認できます。

（注）

[エクスポート先（Export
to）]ドロップダウンリスト

アダプタ設定ファイルのエクスポート先となるサーバの IPv4アド
レスか IPv6アドレス、またはホスト名。[エクスポート先（Export
to）]ドロップダウンリストの設定によって、フィールド名は異な
る場合があります。

[サーバIP/ホスト名（Server
IP/Hostname）]フィールド

ファイルをリモートサーバにエクスポートするときに、Cisco IMC
で使用するパスおよびファイル名。

[パスおよびファイル名
（Path and Filename）]
フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のあるユー

ザ名。このフィールドは、プロトコルがTFTPまたはHTTPの場合
は適用されません。

[ユーザ名（Username）]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、プ

ロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
[パスワード（Password）]

ステップ 5 [設定のエクスポート（Export Configuration）]をクリックします。
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アダプタ設定のインポート

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]タブをクリックします。
[全般（General）]タブが表示されます。

ステップ 3 [全般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[インポート設定（ImportConfiguration）]
をクリックします。

[アダプタ設定のインポート（Import Adapter Configuration）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 4 [アダプタ設定のインポート（Import Adapter Configuration）]ダイアログボックスで、次のフィー
ルドを更新します。

説明名称

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ（TFTP Server）

• FTPサーバ（FTP Server）

• SFTPサーバ（SFTP Server）

• SCPサーバ

• HTTPサーバ（HTTP Server）

このアクションを実行しながら、リモートサーバタイプ

として SCPまたは SFTPを選択した場合、「サーバ
（RSA）キーフィンガープリントは <server_finger_print
_ID>です。続行しますか?（Server (RSA) key fingerprint is
<server_finger_print _ID> Do you wish to continue?）」とい
うメッセージとともにポップアップウィンドウが表示さ

れます。サーバフィンガープリントの信頼性に応じて、

[はい（Yes）]または [いいえ（No）]をクリックします。

フィンガープリントはホストの公開キーに基づいており、

接続先のホストを識別または確認できます。

（注）

[インポート元（Import
from）]ドロップダウンリス
ト

アダプタ設定ファイルが存在するサーバの IPv4アドレスか IPv6ア
ドレス、またはホスト名。[インポート元（Import from）]ドロップ
ダウンリストの設定によって、フィールド名は異なる場合があり

ます。

[サーバIP/ホスト名（Server
IP/Hostname）]フィールド
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説明名称

リモートサーバ上の設定ファイルのパスおよびファイル名。[パスおよびファイル名
（Path and Filename）]
フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のあるユー

ザ名。このフィールドは、プロトコルがTFTPまたはHTTPの場合
は適用されません。

[ユーザ名（Username）]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、プ

ロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
[パスワード（Password）]

ステップ 5 [設定のインポート（Import Configuration）]をクリックします。
アダプタは、指定された IPアドレスの TFTPサーバから、指定されたパスの設定ファイルをダウ
ンロードします。この設定は、サーバが次にリブートされたときにインストールされます。

次の作業

サーバをリブートして、インポートした設定を適用します。

アダプタのデフォルトの復元

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]タブをクリックします。
[全般（General）]タブが表示されます。

ステップ 3 [全般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[デフォルトにリセット（Reset To
Defaults）]をクリックし、[OK]をクリックして確定します。

アダプタをデフォルト設定にリセットすると、ポート速度が 4 X 10 Gbpsに設定されま
す。40 Gbpsスイッチを使用している場合にのみ、ポート速度として 40 Gbpsを選択し
てください。

（注）
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アダプタのリセット

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [ネットワーキング（Networking）]メニューをクリック
します。

ステップ 2 [アダプタカード（Adapter Card）]タブをクリックします。
[全般（General）]タブが表示されます。

ステップ 3 [全般（General）]タブの [アクション（Actions）]領域で、[リセット（Reset）]をクリックし、[は
い（Yes）]をクリックして確定します。

アダプタをリセットすると、ホストもリセットされ、再フォーマットが必要になりま

す。

（注）
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